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	　　　　　　　　　　　　　　　　国内過去最大のノロウイルス食中毒
3月18日に薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食中毒部会が開催され、2012年12月に広島市で発生したノロウイルス食中毒が報告されました。ノロウイルス食中毒としては国内過去最大の食中毒ですので、その概要をまとめました。
１　概要

　2012年12月広島市安佐北区の飲食店から配達された仕出し弁当の摂食者多数が食中毒症状を呈した。スーパー等で販売された弁当でも食中毒が発生した。病因物質はノロウイルスで、国内過去最大のノロウイルス食中毒であった。不顕性感染者及びトイレで汚染を受けた調理従事者が、手洗い不十分などのために、盛り付け時に食品を汚染したと推測された。

２　発生年月　　　　2012年12月

３　発生場所　　　　広島県内515事業所ほか

４　原因施設　　　　広島市安佐北区　飲食店営業　　

５　原因食品　　　　弁当（仕出し弁当、スーパー等で販売された弁当）
６　病因物質　　　　ノロウイルスＧⅡ
７　摂食者数　　　　不明

８　発症者数　　　　2,035人

９　発生要因等

１）1日当たりの調製数は、仕出し弁当が約4,800食、スーパー等での販売した弁当が約350食であった。

２）患者便18検体中17検体、従事者便28検体中7検体、男子用トイレ、障碍者用トイレからノロウイルスＧⅡが検出された。

３）検食からノロウイルスが検出されず、原因食品は特定できなかった。

４）発生原因として次のことが推測された。

　①ノロウイルスに感染していたが発症前の調理従事者が作業の休憩中にトイレを使用しておあい、その際にトイレで汚染した。

　②感染していた調理従事者、若しくはトイレで汚染を受けた調理従事者が、手指洗浄消毒が不十分であったために、調理場内にノロウイルスを持ち込み、調理盛り付け工程で食品を汚染した。

　③トイレへ行く際にエプロンを外したが、白衣はそのままだったので、白衣等を介して汚染が広がった。
５）患者の一部は12月10日～12日に調製された弁当のうち1日分のみの摂食で発症しており、3日間にわたって汚染が継続していたと考えられた。

　６）ノノロウイルス食中毒としては国内過去最大の食中毒である。

参考文献　平成25年3月18日厚生労働省薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食中毒部会資料2-2：広島市で発生した仕出し弁当によるノロウイルウ食中毒事例について

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　不顕性感染者がいるので、日常の手洗いが重要。2012年3月長野県で発生したノロウイルス食中毒は衣類（そで口）による汚染の可能性が高いとされています。なお、1989年3月愛知県で、学校給食が原因とされた小型球形ウイルス（おそらく現在のノロウイルス）による集団嘔吐下痢症が発生しています。患者数3,353人（笈川）
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